
 

  

 

 

 

 

 

 

はいさーい！ きじむんやいびーん。卒業予定の皆さん、ご卒業おめでとうございます！ 今月は古文書の

大敵であるカビ・虫についてだよ～！ 

 

１．古文書に迫る危機：敵は館内にあり！？  

  古文書は様々な人々の手によって長い年月にわたって現

在に引き継がれてきています。それらの資料の保存・管理に

はカビや虫等の害への対策が必要になります。 

カビは資料を構成する材料（紙や木材、糊等）を栄養分と

して劣化・分解し、同時に色素やタンパク質・アミノ酸等を

生産し、資料を汚染します。紙に茶色のシミができる現象が

ありますが、これはフォクシング（Foxing）というカビよる

現象の一つです。カビとアミノ酸などが化学反応を起こし

て茶色の化学物質を生産するため、茶色のシミが紙に点々

と発生します。（写真①)。 

  虫（ごきぶり・しろあり・紙魚・シバンムシ等）による害

は、資料を直接食べ物理的に破壊し、糞によって資料を汚

染します。紙魚（シミ）は紙の表面を食害し、シバンムシ類

は幼虫がトンネル状に穴をあけながら食害します。シバン

ムシの食害の場合、排泄物でページが癒着して資料が開け

なくなることもあります(写真②)。   

 

２．カビ・虫から資料を守るために：敵は水際で叩け！ 

  資料を虫害から守る方法の一つとして、殺虫処理を行う

「燻蒸(くんじょう)」が挙げられます。以前は多くの博物館

や図書館等の施設で、強力な薬剤を使用し虫もカビも一度に駆除する方法が採られていました。し

かし、化学性薬剤の大量使用による環境汚染や発がん性の問題等が指摘され、現在では、薬剤のみ

にたよらず、様々な技術を総合的に取り入れて維持管理していく「総合的病害虫管理： IPM

（Integrated Pest Management）」の考え方が推奨されています。薬剤にたよらない燻蒸方法として

は低温(冷凍庫)や、低酸素(CO2)によるものがあり、附属図書館では貴重資料の受け入れ時に炭酸ガ

ス(CO2)による殺虫を行っています。また、定期的な清掃を行うことで埃を取り除き、温湿度の管理

を行い、室内の空気を循環させることでカビや虫が増えにくい環境を維持していくことも重要です。 

その他、資料のデジタル化は、多くの人が資料を利用しやすくする目的のほかに、資料への直接

的な接触を防ぐことで保存性を高める役割を担っています。 

 

今年度の「きじむんのどぅーちゅいむにー」はこれで終わり。次の企画をお楽しみにね！ 
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写真②：シバンムシ類の食害にあった書籍  

写真①：フォクシング(Foxing) 


